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(57)【要約】
【課題】生体情報表示装置としての衣服や装身具を身に
つけることによって、ユーザの生体情報を取得すると共
に、取得した生体情報を他人が視認できるように表示す
る。
【解決手段】生体情報表示装置を身につけることでユー
ザの生体情報を取得すると共に取得した生体情報を、例
えば数値やグラフ化や波形のように他人の視覚に訴える
形で表示することで、自己表現の一つとして自身の生体
情報を使用することができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが身につける衣服または装身具に備えられ、ユーザの生体情報を取得する生体情
報取得手段と、
　ユーザが身につける衣服または装身具に他者から視認可能な位置に備えられる表示手段
と、
　上記生体情報取得手段で取得した生体情報に基づく表示を上記表示手段に実行させる制
御手段と、
　を備えたことを特徴とする生体情報表示装置。
【請求項２】
　上記生体情報は、脈拍、心拍、心電図、筋電、呼吸、発汗、ＧＳＲ、血圧、血中酸素飽
和濃度、皮膚表面温度、脳波、血流変化、体温のうち少なくとも一つの情報であることを
特徴とする請求項１に記載の生体情報表示装置。
【請求項３】
　少なくとも外部機器からの信号が受信可能な通信手段を更に備え、
　上記制御手段は、上記通信手段で受信した信号に応じて、上記生体情報取得手段で取得
した生体情報を上記表示部において表示が行われるように制御することを特徴とする請求
項１に記載の生体情報表示装置。
【請求項４】
　上記制御手段は、上記生体情報取得手段で取得した生体情報の値に応じて、上記表示手
段における生体情報に基づく表示を制御することを特徴とする請求項１に記載の生体情報
表示装置。
【請求項５】
　ユーザの運動情報を取得する運動情報取得手段を更に備え、
　上記制御手段は、上記運動情報取得手段で取得した運動情報に基づき、ユーザが静止状
態であると判別した場合に、上記生体情報取得手段で取得した生体情報に基づく表示を、
上記表示手段に実行させることを特徴とする請求項１に記載の生体情報表示装置。
【請求項６】
　ユーザの運動情報を取得する運動情報取得手段を更に備え、
　上記制御手段は、上記運動情報取得手段で取得した運動情報に基づき、ユーザが運動状
態であると判別した場合に、上記生体情報取得手段で取得した生体情報に基づく表示を、
上記表示手段に実行させることを特徴とする請求項１に記載の生体情報表示装置。
【請求項７】
　ユーザが身につける衣服または装身具に備えられ、ユーザの生体情報を取得する生体情
報取得手段と、ユーザが身につける衣服または装身具に他者から視認可能な位置に備えら
れる表示手段とを備えた生体情報表示装置の生体情報表示方法として、
　ユーザの生体情報を上記生体情報取得手段より取得する生体情報取得ステップと、
　上記生体情報取得ステップにおいて取得した生体情報を上記表示手段に表示する表示ス
テップと、
　を備えることを特徴とする生体情報表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体情報表示装置と生体情報表示方法に関し、特に生体情報表示装置が検出
したユーザの生体情報を表示する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
【特許文献１】特開２００５－１４６４９９号公報
【０００３】
　上記特許文献１には、個人の生体情報や位置情報を取得し、且つ、外部との双方向通信
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手段などを装備した電子衣料が開示されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来、生体情報の被検出者は、自身の生体情報を健康管理や体の状態を診断
してもらうなどの目的で医療分野の専門知識を有する人に見せるものであったが、自身の
生体情報を自己表現の手段として他人に見せることはなかった。
　人は衣服や装身具など、単に実用の目的やファッショを楽しむ為に身につける以外に、
自己表現の手段としてとらえ、他人とは違う衣服や装身具を身につけることで自己を表現
する場合がある。
　自身の生体情報は、被検出者特有のものであり、生体情報を表示するときの数値や波形
やグラフなど、全く同じ生体情報の数値や波形やグラフの形が他の被検出者から得られる
ことはないものと思われる。つまり、自信の生体情報を表示することは、他者が真似する
ことのできない、唯一の自己表現の手法とすることができるので、自身の生体情報を表示
する衣服や装身具などを身につけて自己を表現したいと考えるユーザもいるものと思われ
る。
【０００５】
　そこで本発明では、ユーザが衣服や装身具を身につけることによってユーザの生体情報
を取得すると共に、取得した生体情報を他人が視認できるように表示することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の生体情報表示装置は、ユーザが身につける衣服または装身具に備えられ、ユー
ザの生体情報を取得する生体情報取得手段と、ユーザが身につける衣服または装身具に他
者から視認可能な位置に備えられる表示手段と、上記生体情報取得手段で取得した生体情
報に基づく表示を上記表示手段に実行させる制御手段とを備える。
　また、上記生体情報は、脈拍、心拍、心電図、筋電、呼吸、発汗、ＧＳＲ、血圧、血中
酸素飽和濃度、皮膚表面温度、脳波、血流変化、体温のうち少なくとも一つの情報である
。
　また、少なくとも外部機器からの信号が受信可能な通信手段を更に備え、
　上記制御手段は、上記通信手段で受信した信号に応じて、上記生体情報取得手段で取得
した生体情報を上記表示部において表示が行われるように制御する。
　また、上記制御手段は、上記生体情報取得手段で取得した生体情報の値に応じて、上記
表示手段における生体情報に基づく表示を制御する。
【０００７】
　また、ユーザの運動情報を取得する運動情報取得手段を更に備え、上記制御手段は、上
記運動情報取得手段で取得した運動情報に基づき、ユーザが静止状態であると判別した場
合に、上記生体情報取得手段で取得した生体情報に基づく表示を、上記表示手段に実行さ
せる。
　また、ユーザの運動情報を取得する運動情報取得手段を更に備え、上記制御手段は、上
記運動情報取得手段で取得した運動情報に基づき、ユーザが運動状態であると判別した場
合に、上記生体情報取得手段で取得した生体情報に基づく表示を、上記表示手段に実行さ
せる。
【０００８】
　本発明の生体情報表示方法は、ユーザが身につける衣服または装身具に備えられ、ユー
ザの生体情報を取得する生体情報取得手段と、ユーザが身につける衣服または装身具に他
者から視認可能な位置に備えられる表示手段とを備えた生体情報表示装置の生体情報表示
方法として、ユーザの生体情報を上記生体情報取得手段より取得する生体情報取得ステッ
プと、上記生体情報取得ステップにおいて取得した生体情報を上記表示手段に表示する表
示ステップとを備える。
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【０００９】
　以上の本発明によれば、ユーザの生体情報を取得すると共に取得した生体情報を衣服又
は装身具に表示することができる。
　この生体情報は、ユーザ以外の他人が視認できるように表示され、例えば数値やグラフ
化や波形のように視覚的に分かりやすく表示されることが想定される。
　このように、ユーザは自身の生体情報を他人の視覚に訴える形で衣服又は装身具に表示
することで、自己表現の一つとして自身の生体情報を使用することができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ユーザ自身の生体情報を他人の視覚に訴える形で衣服又は装身具に表
示することができるので、ユーザがその衣服又は装身具を身につけることで、唯一の自己
表現の為のファッションアイテムとすることができる。
　また、ユーザの生体情報を他人が視認できるので、例えば健康状態のよくないユーザが
この衣服又は装身具を身につけることで知人や医者や看護者がユーザの健康状態を容易に
確認することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　　以下、本発明の実施の形態を説明する。説明は以下の順序で行う。
［１．表示装置の外観］
［２．表示装置の構成例］
［３．生体情報表示処理動作例I］
［４．生体情報表示処理動作例II］
［５．生体情報表示処理動作例III］
［６．生体情報表示処理動作例IV］
［７．生体情報表示処理動作例V］
［８．変形例］
【００１２】
［１．表示装置の外観］

　実施の形態の表示装置１としては、各種の形態が想定されるが、それらの外観例を図１
（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）に例示する。
　図１（ａ）は、衣服の背面部に表示部３が備えられたタイプの表示装置１を示している
。表示装置１は、例えばＴシャツの背面部に生体情報が表示される表示部３が備えられて
おり、ユーザがこのＴシャツを身につけた場合、ユーザ自身からは自身の生体情報が視認
しづらく、他人には視認しやすくなるものである。
　ユーザ自身から生体情報が視認しづらい位置に表示部３が備えられる理由としては、例
えば、心拍や呼吸などの生体情報を表示する場合、その情報をユーザが視認することで少
なからず心拍や呼吸のリズムに影響を及ぼす可能性があり、自然体のときの生体情報を表
示するのが難しくなるためである。
【００１３】
　図１（ｂ）は、衣服の胸部に表示部３が備えられたタイプの表示装置１を示している。
この表示装置１は、例えばＴシャツの胸部に生体情報が表示される表示部３が備えられて
おり、図１（ａ）の表示装置１と同様に、ユーザがＴシャツを身につけた場合、ユーザ自
身からは自身の生体情報が視認しづらく、他人には視認しやすくなるものである。
　なお、図１（ａ）（ｂ）では、例としてＴシャツに表示部３が備えられている表示装置
１を説明したが、Ｔシャツではなくてもよい。例えば、Ｔシャツ以外のシャツ、コート、
ズボン、スカートなどの衣服であり、装着するユーザからは視認しにくく、他人には視認
しやすい位置に表示部３が備えられていればよい。
【００１４】
　図１（ｃ）は、首にかけるタイプの表示装置１を示している。この表示装置１は、例え
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ば、筐体となっており、この筐体にはストラップを固定する部位があり、この部位にスト
ラップを固定して図示するようにユーザの首にかけることで装着する。また、表示装置１
の筐体には、ユーザの生体情報が表示される表示部３が備えられている。
　また、ユーザがこの表示装置１を装着する場合、ユーザ自身からは表示部３が視認しづ
らく、他人には視認しやすくなるようにして装着する。
【００１５】
　図１（ｄ）は、帽子タイプの表示装置１を示している。この表示装置１は、帽子の前頭
部に生体情報が表示される表示部３が備えられており、ユーザがこの帽子を装着した場合
、ユーザ自身からは表示部３に表示されるユーザ自身の生体情報を視認することは難しく
、他人からは視認しやすいものである。
　なお、図１（ｄ）において表示部３が備えられる位置としては、ユーザ自身は視認しに
くく、他人が視認しやすい位置に備えられればよいので、帽子の前頭部以外にも帽子の側
頭部、後頭部などの位置に備えられるようしてもよい。
【００１６】
　上述した図１（ｃ）（ｄ）では、首かけタイプ、帽子タイプのように装身具に表示部３
を備えた表示装置１の例を挙げたが、装身具としての表示装置１の例としては多様に考え
られる。
　例えば、ヘアバンドタイプ、ネッグバンドタイプ、バッジタイプなど、装着するユーザ
には表示部３が視認しにくく、他人には表示部３が視認しやすものであればよい。
【００１７】
［２．表示装置の構成例］

　ここで、実施の形態の表示装置１の構成例を説明する。
　図２に示すのは、表示装置１の内部構成を示すブロック図である。
　図示するようにして表示装置１は、システムコントローラ２、表示部３、表示制御部４
、生体センサ５を有する。
【００１８】
　システムコントローラ２は、例えばＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Rea
d Only Memory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）、不揮発性メモリ部、インターフェ
ース部を備えたマイクロコンピュータにより構成され、表示装置１の全体を制御する制御
部とされる。このシステムコントローラ２は内部のＲＯＭ等に保持したプログラムに基づ
いて、各種演算処理や各部と制御信号等のやりとりを行い、各部に所要の動作を実行させ
る。
【００１９】
　表示装置１においてユーザの生体情報の表示を行う構成としては、表示部３、表示制御
部４が設けられる。
　表示部３は、例えば、有機ＥＬ(Electro Luminescence)ディスプレイ等を表示駆動する
表示駆動部が設けられる。この表示駆動部は、撮像制御部４から供給される画像データを
、例えば有機ＥＬディスプレイに表示させるための画素駆動回路で構成されている。画素
駆動回路は有機ＥＬディスプレイにおいてマトリクス状に配置されている各画素について
、それぞれ所定の水平／垂直駆動タイミングで映像信号に基づく駆動信号を印加し、表示
を実行させる。
【００２０】
　表示制御部４は、システムコントローラ２の制御に基づいて、表示部３における画素駆
動回路を駆動し所定の表示を実行させる。特に本例では、システムコントローラ２が、生
体センサ５において検出したユーザの生体情報に基づく表示を表示部３に実行させるもの
である。　なお、表示部３に実行させる生体情報に基づく表示の形態としては、色々な形
態が考えられる。例えば、数値、グラフ、波形、図柄（幾何学模様など）、光の明滅、色
彩の変化、などでユーザの生体情報を表現するものである。
【００２１】
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　生体センサ５は、ユーザの生体情報を検出する。生体情報とは、脈拍、心拍、心電図信
号、筋電、呼吸（例えば呼吸の速さ、深さ、換気量など）、発汗、ＧＳＲ（皮膚電気反応
）、血圧、血中酸素飽和濃度（ＳｐＯ２）、皮膚表面温度、脳波（例えばα波、β波、θ
波、δ波の情報）、血流変化（近赤外分光による脳血流、末梢血流などの血流変化）、体
温などである。
　例えばＧＳＲ（皮膚電気反応）、体温、皮膚表面温度、心電図信号、筋電、心拍、脈拍
、血流、血圧、脳波、発汗などを検出するには、被検出者の皮膚に接触するセンサを用い
ることが考えられる。脳波については頭部に接触して装着されるセンサを用いる。
　生体センサ５は、これら所要のセンサによる検出結果情報をシステムコントローラ２に
出力する。
【００２２】
　また、ここまで説明してきた生体センサ５は、被検出者の皮膚や頭部など、検出内容に
応じて適切な身体部位に接触できるような形態が適切である。
【００２３】
　ここまで表示装置１の構成を示したがこれは一例にすぎない。実際に実施される動作例
や機能に応じて各種の構成要素の追加や削除は当然考えられる。
　例えば、図３は、図２に示した表示装置１の構成に、後述する処理動作例に応じた各種
の構成要素を追加した表示装置１の内部構成を示したブロック図である。
　この図３の表示装置１は、システムコントローラ２、表示部３、表示制御部４、生体セ
ンサ５、操作入力部７、運動センサ８、通信部９を有する。
【００２４】
　操作入力部７は、表示装置１を使用するユーザが各種の操作を行うためのキーやダイヤ
ルなどの操作子として設けられている。例えば、表示装置１の電源オン／オフ操作、表示
関連操作（例えば表示する生体情報の切換え）、表示部３の表示のオン／オフ操作、各種
設定操作などが可能とされる。
　操作入力部７は、このような操作子から得られる情報をシステムコントローラ２に供給
し、システムコントローラ２はこれらの情報に対応した必要な演算処理や制御を行う。
【００２５】
　運動センサ８は、ユーザの運動情報を検出する。運動情報とは、ユーザの静止／歩行／
走行の各状態を示す情報や、運動状態（揺れ、跳躍、歩行／走行のリズム、重心等）を示
す情報、或いはユーザの身体要素である頭、腕、足、手などの動きを示す情報などである
。
　これら運動情報は、加速度センサ、ジャイロ（角速度センサ）、振動センサなどを用い
ることで検出可能となる。即ち、加速度センサやジャイロを備えることで、ユーザの動き
に応じた信号として、例えば全身の動き、頭部の動き、首の動き、腕部の動き、脚部の動
きなどを検出することができる。もちろん腕部の動き、脚部の動きなどを検出する場合は
、加速度センサやジャイロがユーザの腕部や脚部に装着されるようにすればよい。
　運動センサ８は、これら加速度センサ等による検出結果情報をシステムコントローラ２
に出力する。
　なお、この運動センサ８は、後述する図７、図８の処理動作例において使用する部位で
あるので、他の処理動作例を行う場合には不要となる。
【００２６】
　通信部９は、外部機器１０からのデータの受信を行う部位として設けられる。通信部９
は、有線又は無線で通信を行うものであればよい。
　外部機器１０はユーザＩＤを送信可能とする機能を備え、且つ、通信部９との通信が可
能な機能を備えた機器などとする。例えば、パーソナルコンピュータ、携帯電話、ＰＤＡ
（Personal Digital Assistants）、小型通信機、無線ＩＣタグなどが考えられる。そし
て、表示装置１は、この外部機器１０が通信部９の所定距離へ近づいて、外部機器１０か
らのユーザＩＤのデータを通信部９が受信した場合に、表示部３へ生体情報を表示させる
ようにしてもよい。
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　なお、この通信部９は、後述する図５の処理動作例において使用する部位であるので、
他の処理動作例を行う場合には不要である。
【００２７】
　この図３で説明した表示装置１の構成は、各処理動作例に応じて、適時追加されたり削
除されたりするものである。
【００２８】
［３．生体情報表示処理動作例I］

　このような構成の本例の表示装置１は、例えば、図１（ａ）で示したようなＴシャツの
背面部に表示部３が備えられたタイプとし、ユーザが表示装置１を装着して生体情報を表
示部３に表示することを実現するための表示処理動作を行うものである。
　以下、本実施の形態としての表示処理動作について説明していく。
　なお、後述する生体情報表示処理動作例II、III、IV、Vにおける表示装置１も、図１（
ａ）で示したようなＴシャツの背面部に表示部３が備えられたタイプとして説明していく
。
【００２９】
　まず、ユーザは、Ｔシャツタイプの表示装置１を背面部の表示部３が表側となり他人か
らこの表示部３が視認できるようにして装着する。また、このＴシャツタイプの表示装置
１の場合、生体センサ５は、例えばＴシャツの裏側に備えられているので、ユーザは胴体
部分の皮膚に生体センサ５が接触するようにして装着する。また、例えば脳波を検出する
場合には、生体センサ５を頭部に接触するようにして表示装置１を装着する。
　そしてユーザが装着した表示装置１は、生体センサ５においてユーザの生体情報を検出
し、検出した情報を表示部３へ表示するものである。
【００３０】
　このような動作を実現するためのシステムコントローラ２の処理を図４で説明する。
　なお、図４に示す処理は、システムコントローラ２が内蔵するＲＯＭに格納されるプロ
グラムに基づいて実行するものである（後述する図５、図６、図７、図８に示す処理につ
いても同様である）。
【００３１】
　まずステップＦ１０１においてシステムコントローラ２は、電源をオンとするトリガを
監視する。
　電源をオンとするためのトリガとしては、例えば、上述した操作入力部７において電源
をオンとする操作をトリガとしてもよいし、生体センサ５においてユーザの生体情報を検
出したことをトリガとしてもよい。また、図示しない体温センサを設けて、表示装置１を
装着したユーザの体温を感知したことをトリガとしてもよい。このステップＦ１０１にお
いては、これら何れの手法を表示装置１の電源をオンとするためのトリガとしてもよい。
　なお、後述する図５、図６、図７、図８に示す処理例においても、表示装置１の電源を
オンとするためのトリガは上述した何れの手法であってもよい。
　また、システムコントローラ２は、ステップＦ１０１において表示装置１の電源をオン
としたことに応じて表示部３の表示をオンとする処理を行ってもよい。または、システム
コントローラ２は、操作入力部７において表示部３の表示をオンとする操作がなされたこ
とに応じて表示部３の表示をオンとする処理を行ってもよい。以下、後述する図５、図６
、図７、図８に示す処理についても同様である。
　そして、システムコントローラ２は、表示装置１の電源をオンとするためのトリガを監
視して、このトリガが検出されたら処理をステップＦ１０２へ進める。
【００３２】
　ステップＦ１０２でシステムコントローラ２は表示装置１の電源をオンとして、処理を
ステップＦ１０３へ進める。
　ステップＦ１０３でシステムコントローラ２は、生体センサ５が検出したユーザの生体
情報の取得を開始する処理を行う。
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　そして、ステップＦ１０４でシステムコントローラ２は、生体センサ５より取得したユ
ーザの生体情報を表示部３へ表示させる指示を行う。
　例えば、システムコントローラ２は、生体センサ５より取得した生体情報が心電図信号
であった場合、表示部３には取得した心電図信号に基づいた心電図を表示させる指示を行
うものである。または、システムコントローラ２は、例えば生体情報として心拍を取得し
た場合、取得した心拍に基づいた数値を表示部３に表示させる指示を行う。
　このように、システムコントローラ２は、様々な表示形態で表示部３へ生体情報を表示
することができる。
　なお、生体情報を表示部３で表示する表示形態は、予め生体情報の種類によって表示形
態が決められているものでもよいし、操作入力部７においてユーザが操作子を操作するこ
とによって行われてもよい（後述する図５、図６、図７、図８に示す処理例においても同
様である）。
【００３３】
　ステップＦ１０４においてシステムコントローラ２が生体センサ５より取得したユーザ
の生体情報を表示部３へ表示させる指示を行った後は、継続して生体情報表示を実行させ
ていけばよい。その後は、図示していないが、表示装置１の電源がオフとなったことに応
じて生体情報表示処理動作例Iの処理動作は終了する。
　なお、システムコントローラ２は、表示装置１の電源をオフとするトリガを検出したこ
とに応じて電源をオフとする。例えば、ユーザが操作入力部７において電源をオフとする
操作や、生体センサ５においてユーザの生体情報が検出されなくなった場合、または、図
示しない体温センサにおいて体温を感知しなくなった場合などをトリガとして電源をオフ
とする。これら何れの手法を表示装置１の電源をオフとするためのトリガとしてもよい（
後述する図５、図６、図７、図８に示す処理例においても同様である）。
【００３４】
　ここまで説明してきた実施例の生体情報表示処理動作例Iでは、表示装置１として衣服
又は装身具に表示部３を備え、その表示部３に表示装置１を装着したユーザの生体情報を
表示することができる。そして、表示装置１を装着したユーザは、自身の生体情報を他人
の視覚に訴える形で表示することで、唯一の自己表現を行うことができる。
　また、表示装置１を装着しているユーザの生体情報を他人が視認することができるので
、病院や自宅で健康状態のあまりよくないユーザが表示装置１を装着することで、ユーザ
の健康状態を看護者は容易に確認することができる。
【００３５】
［４．生体情報表示処理動作例II］

　上述した図４の生体情報表示処理動作例Iでは、表示装置１を装着したユーザの生体情
報を表示装置１が備える表示部３に表示することができる。このようにユーザ自身の生体
情報を他人が視認できる形で表示することで、ユーザ独自の自己表現を行うことができる
。
又は、ユーザの健康状態を知人等が生体情報から容易に確認することができる。
　しかし、生体情報はユーザにとってプライベートな情報でもあるので、ユーザによって
は自身の生体情報を不特定多数の人に見られることに抵抗感を持つかもしれない。
　例えば、表示装置１を装着したユーザが病気である場合、そのユーザは、医者や看護者
には自身の生体情報を見せてもよいが、他の人には見せたくないというように考えること
があるかもしれない。
【００３６】
　そこで、表示装置１は、不特定多数の人に生体情報を視認可能とするだけではなく、限
定した人のみに生体情報を視認可能とすることで、ユーザのプライバシーに配慮したより
好適な処理動作とすることができる。
　例えば、表示装置１は、生体情報を表示部３に表示するためのＩＤを予め設定し、外部
機器１０よりＩＤを表示装置１へ送信し、表示装置１がこのＩＤを認証したら初めて表示
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部３に生体情報を表示するようにすれば、ＩＤを持った人のみが生体情報を見ることがで
きるものである。
　以下、このような動作を実現するためのシステムコントローラ２の処理を図５で説明す
る。
【００３７】
　まず、ステップＦ２０１においてシステムコントローラ２は、表示装置１の電源をオン
とするトリガを監視して、このトリガが検出されたら処理をステップＦ２０２へ進める。
ステップＦ２０２でシステムコントローラ２は、表示装置１の電源をオンとする処理を行
い、処理をステップＦ２０３へ進める。
　ステップＦ２０３でシステムコントローラ２は、ユーザＩＤが受信されたか否かの判断
処理を行う。
　即ち、図３に示した外部機器１０が表示装置１の備える通信部９の所定距離に近づくな
どの状況で通信が行われ、外部機器１０より送信されるユーザＩＤのデータを通信部９が
受信したか否かの判断処理を行うものである。
　このステップＦ２０３でシステムコントローラ２は、ユーザＩＤを通信部９が受信して
いないとの否定結果が得られた場合、システムコントローラ２は、ステップＦ２０３にお
いて処理を待機する。そして、ステップＦ２０３においてユーザＩＤを通信部９が受信し
たとの肯定結果が得られた場合、システムコントローラ２は、処理をステップＦ２０４へ
進める。
【００３８】
　ステップＦ２０４でシステムコントローラ２は、受信したユーザＩＤは視認許可とする
ユーザＩＤか否かの判断処理を行う。即ち、ユーザの生体情報を表示部３へ表示させるこ
とを許可するユーザＩＤを予めシステムコントローラ２に登録しておき、通信部９で受信
したユーザＩＤが、このユーザＩＤであるか否かの判断処理を行うものである。
　このステップＦ２０４において、通信部９で受信したユーザＩＤは視認許可とするユー
ザＩＤではないとの判断結果が得られた場合、システムコントローラ２は、処理をステッ
プＦ２０７へ進めて、表示部３にエラーメッセージを表示させる処理を制御する。
　即ち、外部機器１０より送信されたユーザＩＤが、ユーザの生体情報を表示部３へ表示
させることを許可するユーザＩＤではないことを認識させるようなメッセージを表示部３
に表示させればよい。例えば、「このユーザＩＤでは生体情報を表示できません。」等の
メッセージを表示部３へ表示させればよい。
　そして、処理をステップＦ２０３へ戻し、ステップＦ２０４において通信部９で受信し
たユーザＩＤは視認許可とするユーザＩＤであるとの判断結果が得られるまで、ステップ
Ｆ２０３→ステップＦ２０４→ステップＦ２０７→ステップＦ２０３・・・の処理を繰り
返す。
　また、ある時点で通信部９で受信したユーザＩＤは視認許可とするユーザＩＤであると
の判断結果が得られた場合、システムコントローラ２は、処理をステップＦ２０５へ進め
る。
【００３９】
　続くステップＦ２０５とステップＦ２０６においてシステムコントローラ２は、図４に
おいて説明したステップＦ１０３、ステップＦ１０４と同様の処理を行う。
　即ち、システムコントローラ２は、生体センサ５が検出したユーザの生体情報の取得を
開始する処理を行い、取得した生体情報を表示部３へ表示させる指示を制御する。
【００４０】
　そして、ステップＦ２０６の処理動作を行った後については、図５のフローチャートに
は示していないが、多様な処理例が考えられる。
　例えば、継続して生体情報表示を実行させて、その後、表示装置１の電源をオフとする
トリガが検出されたことに応じて表示装置１の電源をオフとして生体情報表示処理動作例
IIの処理動作を終了してもよい。
　また、システムコントローラ２は、ステップＦ２０６の処理動作を行った後、一定時間
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、生体情報表示を実行させて、一定時間の経過後に表示装置１の電源をオフとして生体情
報表示処理動作例IIの処理動作を終了してもよい。
　さらに、システムコントローラ２は、生体情報を表示部３へ表示させることを許可する
ユーザＩＤを送信している外部機器１０が通信部９の所定距離より離れた場合に、表示装
置１の電源をオフとして生体情報表示処理動作例IIの処理動作を終了してもよい。つまり
、生体情報を表示部３へ表示中はユーザＩＤのチェックを継続して行い、表示を許可する
ユーザＩＤが表示装置１において認識されなくなったら表示を終了するものである。
　このように、図４の場合、生体情報表示処理動作例IIの処理動作を終了する手法は色々
想定することができるが、いずれの手法で処理動作を終了してもよい。
【００４１】
　なお、ユーザＩＤは、外部機器１０より表示装置１へ送信する以外にも、操作入力部７
においてユーザが入力するようにしてもよい。
【００４２】
　ここまで説明してきた図５の生体情報表示処理動作例IIは、上述した図４の生体情報表
示処理動作例Iと同様に、表示装置１が備える表示部３にユーザの生体情報を表示するこ
とができる。そして、例えば病気のユーザがこの表示装置１を装着し、また、看護者が外
部機器１０を所持していれば、ユーザの健康状態を看護者は容易に確認することができる
。
　また、予め登録されたユーザＩＤを入力することに応じて生体情報を表示部３へ表示す
ることができるので、ユーザＩＤを知る、限定した人のみにユーザの生体情報を視認させ
ることができ、ユーザのプライバシーを守ることができる。
　また、上述した図５の生体情報表示処理動作例IIにおける外部機器１０としては、上述
したようにパーソナルコンピュータ、携帯電話、ＰＤＡ、小型通信機、無線ＩＣタグなど
が考えられる。
　例えば、外部機器１０をパーソナルコンピュータとした場合は、病院などで表示装置１
を患者に装着させ、表示装置１の通信部９から所定距離以内でパーソナルコンピュータに
ユーザＩＤを入力することで表示部３に患者の生体情報を表示させ医者や看護師が患者の
生体情報を確認することができる。また、外部機器１０を携帯電話とした場合は、ユーザ
が装着している表示装置１の通信部９の所定距離にユーザＩＤを送信可能な携帯電話を近
づけるなどした状況で通信が行われ、表示装置１は表示部３にユーザの生体情報を表示さ
せることができる。
【００４３】
［５．生体情報表示処理動作例III］

　上述してきた図４、図５の生体情報表示処理動作例I、IIでは、ユーザの生体情報を表
示装置１が備える表示部３に他人が視認できる形で表示することができる。さらに、病気
のユーザがこの表示装置１を装着した場合は、ユーザの健康状態を生体情報から容易に他
の人が確認することができる。
　ところで、病気のユーザが表示装置１を装着している場合に、医者や看護者がそのユー
ザの生体情報の変化を知ることはユーザの健康を管理する上で重要なことである。しかし
、
常に医者や看護者が病気のユーザを診ていることは、実際には難しいものと思われる。そ
れに、生体情報が平常時の数値を示しているときには、病気のユーザは特に医者や看護者
を必要としないものであり、生体情報が異常な数値を示した場合に医者や看護者を必要と
するものと考えられる。
【００４４】
　そこで、表示装置１は、ユーザの体に異変が起きたと推測できる生体情報の数値を検出
した場合に表示部３に表示されるようにすれば、ユーザの周りの人に自身の体の異変を分
かりやすく伝えることができる。
　例えば、表示装置１は、生体情報の心拍を検出しているとする。そして、ユーザの体に
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異変が起きたと推測できる心拍の数値を閾値として予め設定しておき、平常時の心拍数の
場合は表示部３への表示を行わず、閾値以上又は以下の心拍の数値が検出されたときに表
示部３へ表示されるようにする動作が考えられる。
　以下、このような動作を実現するためのシステムコントローラ２の処理を図６で説明す
る。
【００４５】
　図６のステップＦ３０１においてシステムコントローラ２は、表示装置１の電源をオン
とするトリガを監視して、このトリガが検出されたら処理をステップＦ３０２へ進める。
ステップＦ３０２でシステムコントローラ２は、表示装置１の電源をオンとする処理を行
い、ステップＦ３０３へ処理を進める。
　ステップＦ３０３でシステムコントローラ２は、生体センサ５が検出したユーザの生体
情報の取得を開始する処理を行う。このとき、例えばシステムコントローラ２は、生体セ
ンサ５が心拍の生体情報を検出し、その心拍の情報を取得するものとする。
　次いで、ステップＦ３０４においてシステムコントローラ２は、取得した生体情報の値
が閾値ｔｈ１以上であるか否かの判断処理を行う。例えば、システムコントローラ２は、
心拍の値に対して予め閾値ｔｈ１を設定しておき、取得した心拍の値が閾値ｔｈ１以上で
あるか否かの判断を行うものである。この閾値ｔｈ１は、ユーザの平常時の心拍数より高
く設定し、この閾値ｔｈ１以上の心拍数が検出された場合、ユーザの体に何らかの異変が
発生している可能性があるものと推測できる数値である。
　そして、ステップＦ３０４において取得した生体情報の値が閾値ｔｈ１以上であるとの
判断結果が得られた場合、システムコントローラ２は処理をステップＦ３０５へ進める。
【００４６】
　ステップＦ３０５でシステムコントローラ２は、取得した生体情報の心拍を表示部３へ
表示させる指示を制御する。
　そして、ステップＦ３０６においてシステムコントローラ２は、電源をオフとするため
のトリガを監視して、表示装置１の電源をオフとするトリガが検出されなかった場合は処
理をステップＦ３０４へ戻す。ステップＦ３０６において電源をオフとするトリガを検出
した場合、システムコントローラ２は、処理をステップＦ３０７へ進める。
　ステップＦ３０７においてシステムコントローラ２は、表示装置１の電源をオフとする
処理を行い、生体情報表示処理動作例IIIの処理動作を終了する。
【００４７】
　また、ステップＦ３０４においてシステムコントローラ２は、取得した生体情報の心拍
数の値が閾値ｔｈ１以上の値ではないとの判断結果が得られた場合、処理をステップＦ３
０８へ進める。
　ステップＦ３０８においてシステムコントローラ２は、取得した生体情報の値が閾値ｔ
ｈ２以下であるか否かの判断処理を行う。
　即ち、この閾値ｔｈ２は、ユーザの平常時の心拍数より低く設定し、この閾値ｔｈ２以
下の心拍の数値が示されると、ユーザの心臓は平常時よりもゆっくり動いていることにな
り、やはりユーザの体に異変が発生していると推測できる数値である。
　そして、取得した生体情報の値が閾値ｔｈ２以下であるとの判断結果が得られた場合、
システムコントローラ２は、処理をステップＦ３０５へ進め、上述したステップＦ３０５
、の処理を行う。
【００４８】
　また、ステップＦ３０８においてシステムコントローラ２は、取得した生体情報の値が
閾値ｔｈ２以下ではないとの判断結果を得た場合、取得された心拍はユーザの平常時の心
拍であるので、処理をステップＦ３０９へ進める。
　ステップＦ３０９でシステムコントローラ２は、取得した生体情報の心拍数を表示部３
へ表示させる指示を行っているか否かの判断を行う。
　即ち、システムコントローラ２は、ステップＦ３０９での処理動作を行う前に、ステッ
プＦ３０５において取得した生体情報の心拍数を表示部３へ表示させる指示を行っている
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か否かの判断処理を行う。
　そして、システムコントローラ２は、取得した生体情報の心拍数を表示部３へ表示させ
る指示を行っているとの判断結果が得られた場合、処理をステップＦ３１０へ進め、心拍
を表示部３へ表示させる指示を停止する制御を行う。即ち、表示部３に心拍を表示させな
いようにするものである。このステップＦ３１０において処理動作が終了したらシステム
コントローラ２は、処理をステップＦ３０６へ進める。
【００４９】
　また、ステップＦ３０９においてシステムコントローラ２は、取得した生体情報の心拍
数を表示部３へ表示させる指示を行っていないとの判断結果が得られた場合、処理をステ
ップＦ３０６へ進める。
【００５０】
　なお、本実施の形態では、取得した生体情報を心拍として説明したが、これが他の生体
情報であってもよい。その場合も、ユーザの体に何らかの異変が発生している可能性があ
るものと推測できる値を閾値として設定する。
　また、本実施の形態では、検出した生体情報の値が閾値以上又は以下となったことに応
じて表示部３へ生体情報を表示するようにしたが、同時に図示しないスピーカからアラー
ム等の音声出力を行い、音声によって生体情報の値が閾値を越えたことを伝えるようにし
てもよい。
【００５１】
　上述した図６の生体情報表示処理動作例IIIは、上記図４、図５の生体情報表示処理動
作例I、IIと同様に、表示装置１が備える表示部３に自身の生体情報を表示することがで
きる。また、例えば病気のユーザがこの表示装置１を装着することで、生体情報からユー
ザの健康状態を他人が容易に確認することができる。
　さらに、ユーザの体に何らかの異変が発生している可能性があるものと推測できる生体
情報の値が検出された場合に生体情報を表示することができるので、ユーザは自身の体の
異変を周りの人に分かりやすく伝えることができる。
【００５２】
［６．生体情報表示処理動作例IV］

　ここまで説明してきた図４、図５、図６の生体情報表示処理動作例I、II、IIIでは、表
示装置１が備える表示部３にユーザの生体情報を他人が視認できる形で表示することがで
きると共に、病気のユーザの健康状態を生体情報から容易に他の人が確認することができ
た。
　ところで、病気のユーザが表示装置１を装着した場合、その健康状態を把握するために
は、正確にその生体情報を医者や看護者が観察する必要がある。
　例えば表示装置１を装着したユーザが動いているときには、表示部３に表示される生体
情報が視認しづらく、正確に生体情報が確認できない場合がある。また、例えば、生体情
報として脈拍を調べるときには、ユーザが動いていることで平常時の脈拍を正確に調べる
ことができない場合がある。このような理由から、病気のユーザの生体情報を他人が観察
する場合、ユーザが静止しているときに観察を行うことが適していると思われる。
【００５３】
　そこで、表示装置１は、ユーザが動いている場合には表示部３へ生体情報を表示しない
ようにし、ユーザが静止したときに表示部３へ生体情報を表示する処理動作も考えられる
。これにより、表示装置１を装着したユーザの正確な生体情報を医者や看護者は観察する
ことができ、また、ユーザが動いているときに生体情報を表示しないことで電力の節約に
なる。
　以下、このような動作を実現するためのシステムコントローラ２の処理を図７で説明す
る。
【００５４】
　まず、図７のステップＦ４０１からステップＦ４０３においてシステムコントローラ２
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は、上述した図６のステップＦ３０１からステップＦ３０３と同様の処理を行う。即ち、
表示装置１の電源をオンとするトリガが検出されたら表示装置１の電源をオンとする処理
を行い、生体センサ５が検出したユーザの生体情報の取得を開始する処理を行う。そして
、処理をステップＦ４０４へ進める。
　ステップＦ４０４においてシステムコントローラ２は、運動センサ８が検出した情報の
取得を開始する処理を行う。そして、この運動センサ８から取得した情報から、ユーザが
静止しているか、動いている（走っている／歩いている）かという状況を判定できる。
【００５５】
　次に、ステップＦ４０５でシステムコントローラ２は、上記ステップＦ４０４において
取得した運動センサ８からの情報に基づいて、ユーザが静止している状態にあるか否かの
判断処理を行う。ここで、ユーザは静止している状態にあるとの判断結果が得られた場合
、システムコントローラ２は処理をステップＦ４０６へ進める。
　ステップＦ４０６からステップＦ４０８においてシステムコントローラ２は、図６のス
テップＦ３０５からステップＦ３０７と同様の処理を行う。
　即ち、まず、取得した生体情報を表示部３へ表示させる指示を行う。そして、表示装置
１の電源をオフとするトリガを監視して、このトリガが検出されなかった場合、処理をス
テップＦ４０５へ戻す。また、このトリガが検出された場合は、表示装置１の電源をオフ
として、この図７の生体情報表示処理動作例IVの処理動作を終了する。
【００５６】
　また、ステップＦ４０５においてシステムコントローラ２は、ユーザは静止している状
態ではないとの判断結果が得られた場合、処理をステップＦ４０９へ進める。
　そして、ステップＦ４０９、ステップＦ４１０においてシステムコントローラ２は、図
６のステップＦ３０９、ステップＦ３１０と同様の処理を行う。
　即ち、システムコントローラ２は、ステップＦ４０９での処理動作を行う前に、ステッ
プＦ４０６において取得した生体情報を表示部３へ表示させる指示を行っているか否かの
判断処理を行う。そして、生体情報を表示部３へ表示させる指示を行っているとの判断結
果が得られた場合、生体情報の表示部３への表示を停止させる指示を出し、処理をステッ
プＦ４０７へ進める。また、システムコントローラ２は、ステップＦ４０９において取得
した生体情報を表示部３へ表示させる指示を行っていないとの判断結果が得られた場合、
処理をステップＦ４０７へ進める。
【００５７】
　上記図７の生体情報表示処理動作例IVは、上記図４、図５、図６の生体情報表示処理動
作例I、II、IIIと同様に、表示装置１を装着したユーザの生体情報を他人の視覚に訴える
形で表示部３に表示することができる。そして、病気のユーザがこの表示装置１を装着す
ることで、他人がユーザの健康状態を生体情報から容易に確認することができる。
　また、ユーザが静止しているときに生体情報が表示されることで、ユーザの平常時の生
体情報を正確に他人が観察することができ、さらに、ユーザが動いているときには生体情
報を表示しないことで電力を節約することができる。
【００５８】
［７．生体情報表示処理動作例V］

　上述した図７の生体情報表示処理動作例IVでは、表示装置１が備える表示部３にユーザ
の生体情報を表示することができ、また、ユーザが静止しているときに生体情報が表示さ
れることで、ユーザの平常時の生体情報を正確に他人が観察することができた。
　このように、ユーザの平常時の生体情報を観察するには、ユーザが静止状態にあるとき
に観察を行うのが好適であるが、換言すると、ユーザが静止状態にあるときには、ユーザ
の体に異変が起きたと推測できる生体情報の数値はあまり検出されないということである
。
　通常、生体情報の心拍や脈拍などは、ユーザが動いているときに数値の変化が見られる
ものと思われる。例えば、ユーザが急激に運動を始めた場合や、長時間にわたって運動を
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連続で行った場合、心拍や脈拍などの生体情報は数値が上がったり下がったりの変化を起
すものと考えられる。
【００５９】
　そこで、表示装置１は、ユーザが静止している場合には表示部３へ生体情報を表示しな
いようにし、ユーザが動いたときに表示部３へ生体情報を表示する処理動作も考えられる
。これにより、体に異変が起きたと推測できる生体情報の数値が検出される可能性が高い
運動中など、ユーザが動いている最中に生体情報を表示部３へ表示することができるので
、周りの人に自身の体の異変をいち早く知らせることができる。また、ユーザが静止して
いるときに生体情報を表示部３に表示しないことで電力の節約になる。
　以下、このような動作を実現するためのシステムコントローラ２の処理を図８で説明す
る。
【００６０】
　図８に示すフローチャートの処理動作は、図７で説明したフローチャートの処理動作と
、ステップＦ５０５以外は同様の処理動作を行う。
　即ち、まず、ステップＦ５０１からステップＦ５０４の処理動作においてシステムコン
トローラ２は、ステップＦ４０１からステップＦ４０４と同様の処理動作を行う。
　そして、ステップＦ５０５においてシステムコントローラ２は、運動センサ８から取得
した情報に基づいて、ユーザが動いている状態にあるか否かの判断処理を行う。システム
コントローラ２は、ユーザは動いている状態にあるとの判断結果を得た場合、処理をステ
ップＦ５０６へ進める。ステップＦ５０６からステップＦ５０８の処理動作についてシス
テムコントローラ２は、ステップＦ４０６からステップＦ４０８と同様の処理動作を行う
。
　また、ステップＦ５０５においてシステムコントローラ２は、ユーザは動いている状態
にはないとの判断結果を得た場合、処理をステップＦ５０９へ進める。ステップＦ５０９
、ステップＦ５１０においてシステムコントローラ２は、ステップＦ４０９、ステップＦ
４１０と同様の処理動作を行う。
【００６１】
　このように、図８の生体情報表示処理動作例Vは、上記図４、図５、図６、図７の生体
情報表示処理動作例I、II、III、IVと同様に、表示装置１の表示部３にユーザの生体情報
を表示することができる。
　そして、ユーザが動いているときに生体情報を表示部３へ表示することで、例えば、運
動中に体に異変が起きたと推測できる生体情報の数値が検出された場合に周りの人に自身
の体の異変をいち早く知らせることができる。
　また、ユーザが静止しているときには生体情報を表示部３に表示しないことで電力の節
約になる。
【００６２】
［８．変形例］

　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明としてはこれまでに説明した実
施の形態に限定されるべきものではない。
　例えば、上述してきた生体情報表示処理動作例I、II、III、IV、Vでは、図１（ａ）に
示した、Ｔシャツの背面部に表示部３が備えられているタイプの表示装置１を例にして説
明したが、図１（ｂ）に示した、Ｔシャツの胸部に表示部３が備えられているタイプの表
示装置１をユーザが装着してもよい。
　また、Ｔシャツなどの衣服に表示部３が備えられているタイプ以外にも、図１（ｃ）（
ｄ）に示した、首書けタイプ、帽子タイプの装身具に表示部３が備えられているタイプの
表示装置１をユーザが装着しても、同様の処理動作がおこなわれる。
【００６３】
　また、表示装置１は、１種類の生体情報を専門に検出するようにしてもよいし、操作入
力部７が操作されることにより生体センサ５が検出する生体情報が変更されるようにして
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【００６４】
　また、表示装置１は、生体情報を表示部３に決められた時間に一定時間間隔で表示する
ようにしてもよい。例えば、定期的に脈拍や心拍を測定する必要のあるユーザの場合、決
められた時間に一定時間だけ生体情報を表示部３へ表示するようにしてもよい。この場合
、システムコントローラ２内の内部タイマで時間を計測するようにすればよい。
【００６５】
　また、表示装置１は、リアルタイムのユーザの生体情報を表示部３に表示する以外にも
、自身の生体情報を記憶しておいて、その記憶しておいた生体情報を表示するようにして
もよい。その場合は、図示しない記憶部において自身の生体情報を記憶するようにしても
よい。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明の表示装置の外観図である。
【図２】本発明の実施の形態の表示装置の基本となるブロック図である。
【図３】本発明の実施の形態の表示装置の他の例のブロック図である。
【図４】実施の形態の生体情報表示処理動作例Iのフローチャートである。
【図５】実施の形態の生体情報表示処理動作例IIのフローチャートである。
【図６】実施の形態の生体情報表示処理動作例IIIのフローチャートである。
【図７】実施の形態の生体情報表示処理動作例IVのフローチャートである。
【図８】実施の形態の生体情報表示処理動作例Vのフローチャートである。
【符号の説明】
【００６７】
　１　表示装置、２　システムコントローラ、３　表示部、４　表示制御部、５　生体セ
ンサ、７　操作入力部、８　運動センサ、９　通信部、１０　外部機器
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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摘要(译)

要解决的问题：通过穿着衣服或珠宝作为生物信息显示装置来获取用户的生物信息，并显示所获取的生物信息，以便其他人可以在
视觉上识别它。 解决方案：通过佩戴生物信息显示设备，可以获取用户的生物信息并以吸引另一个人的视觉的形式显示所获取的生
物信息，例如数值，图形，波形，您可以将自己的生物识别信息用作自我表达之一。 点域
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